
小平市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「こふくちゃん」

令和3年（2021年) 7月5日 No.249  小平社協だより

社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さんの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

TEL.042（344）1217  FAX.042（341）6220

社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さんの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

こだいらボランティアセンター ☎042（346）1424 午前9時～午後5時 (祝日を除く月～金、第2･4土)問合せ

夏！体験ボランティア2021 活動のご案内
　夏休みを利用してボランティア活動を体験してみませんか。昨年度はコロナ禍のため中止とさせていただきました。
　今年度は応援メッセージカードづくりと防災講座を開催します。参加希望の方は、下記の体験メニューから希望する
活動を選んでください。7月12日（月）から電話で問合せ先に希望する活動を申込みください。

体験メニュー （詳細はホームページまたは問合せ先までご確認ください。）

実施期間 ： 7月19日（月）～8月31日（火） 予約制

❶市内福祉施設の応援！「応援メッセージカードづくり」
　50名（先着順）　7月19日(月)～8月31日(火)（土日・祝日を除く）
❷防災について考える！「防災講座」（1日限定講座）
　20名（先着順）　8月4日（水）午前10時～正午

小学4年生以上の市民、市内在学・在勤の方
（小学生は保護者同伴で来所してください。）
　　　　福祉会館4階　ボランティアセンター
　　　　筆記用具

参加対象者
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心にしみる短詩
第27回

テーマ「私の宝物」
＊敬称略・50音順（学年は令和2年度時点のものです）  
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 「第35回こだいら福祉のつどい」 表彰者
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社協福祉バザー中止のお知らせ
　本会では、民生委員児童委員をはじめ、登録団体や自治会などを通じ、
多くの市民の皆さまから品物や金銭のご寄付をいただき、また小平市・小
平商工会・JA東京むさし小平支店の後援と各種団体の協力・協賛により、
11月3日に福祉バザーを開催しています。
　今年度の「社協福祉バザー」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、関係諸機関等と調整の上、やむを得ず中止とさせていただくこととなり
ました。
　福祉バザーを楽しみにしてくださっていた皆さまには大変申し訳ござい
ませんが、ご理解いただきたくお願い申し上げます。
問合せ  こだいらボランティアセンター ☎042(346)1424

高齢者福祉大会中止のお知らせ
　９０歳を迎えられる皆さま、おめでとうございます。
　本会では例年9月に開催しています「高齢者福祉大会」にて90歳表彰
を行っています。今年度の「高齢者福祉大会」は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、関係諸機関等と調整の上、やむを得ず中止とさせて
いただくこととなりました。
　９０歳表彰対象の方への賞状およびお祝いの品は、９月中に登録住所へ
お送りさせていただきます。
※ ９０歳表彰対象の方は、本年中に満９０歳の誕生日を迎える方（昭和６年１月１日～
１２月３１日生まれで、令和３年１月１日時点で小平市に住民登録のある方）です。

問合せ  総務係 ☎042(344)1217

（
＊
敬
称
略
・
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順
）



イベント情報

ご寄付ありがとうございました
敬称略【令和3年4月１日～令和3年5月31日】

  寄付金合計 1,453,890円
寄付者お名前 金　額

1 一般寄付金………………………1,432,533円
俵 秀明 3,000円
渡辺 忠義 5,000円
細谷 稔 50,000円
小平第二小学校
第15期（昭和18年3月）卒業生有志 4,420円
東京都トラック協会多摩支部
第 6 地区青年部 30,000円
戸田 正三郎 3,000円
ヘルス鍼灸マッサージセンター 10,000円
アトリエ  みつわ（4 月分） 1,800円
編み物サークル  ボンボンの会（4 月分） 50円
髙木 照夫 5,347円
KASA（小平自閉症を考える会） 3,599円
こころの広場  竹の子会  林 敬三郎 30,800円
有楽製菓株式会社
代表取締役社長  河合 辰信 1,000,000円
匿名　6 件 285,517円

２ ボランティア指定寄付金……………15,357円
高齢者クラブ  寿楽会 10,657円
手編みグループ  小ひつじ（4 月分） 4,700円
3 たいよう福祉センター事業寄付金…6,000円
匿名 2 件 6,000円

社協の相談コーナー
  7・8 月の専門相談
　成年後見制度の利用、判断能力が
十分でない方の権利擁護についての
ご相談をお受けします。
7月28日（水）・ 8月25日（水） 
時間:午後1時30分〜4時30分

権利擁護センターこだいら
☎042（342）8780

完全予約制

●イベント当日は、体温測定をお願いします。
●イベント当日に発熱や風邪の症状がある場合は、参加をお控えください。
●イベントに参加の際は、マスクの着用をお願いします。

【イベント等に参加される皆さまへ】
　「この指とまれ！」他、本会主催のイベント等にご
参加の際は、新型コロナウイルス感染症予防対策
へのご協力をお願いします。 今後の感染状況によっては、イベントを中止させていただく場合があります。

石けん、シャンプー・リンス、洗剤、
ティッシュ、トイレットペーパー、
食品用ラップ、生理用品

※衣類、下着、オムツ等は
　お預かりできません。

　本会には、生活にお困りの方や子ども食堂など非営利の食事提供を行っている団体へ
の寄付を目的に、随時、未使用食品および日用品の提供を受け付けています。
　令和２年度は約６万点の寄付物品をお受けいたしました。寄付物品は小平市内にて活動をしてい
る子ども食堂や、生活にお困りの方へお渡ししています。ご家庭で眠っている未使用の食品や日用
品がござましたら、ぜひお持ちください。必要としている方にお渡しします。

 こだいら生活相談支援センター 　☎０42（３４９）０１５１問合せ

総務係 ☎042（344）1217 午前9時〜午後5時（祝日を除く月〜金）（相談受付は午後４時まで）問合せ

西部VC講座 7月 「この指とまれ！」 介護予防見守りボランティア　登録研修

東部ＶＣ講座 7月 「ブラッとプラッと」

と き  午前10時～11時30分
ところ  ほのぼの館内　和室
定　員  10名（先着順）　 費 用   無料
講 師  こやま ひさえさん
 (ＮＥＳＴＡ認定パーソナルフィットネストレーナー・
 ウイメン４５スペシャリスト・健康運動指導士)
持ち物  汗ふきタオル・水分補給用の飲み物
申込み  7月5日（月）から問合せ先へ
問合せ  西部ボランティアコーナー
 ☎042（347）7858　午前9時～午後5時（祝日を除く月～金）

と き  午後2時～4時
ところ   福祉会館　３階　第１集会室
定　員  30名（先着順）
費 用   無料
対 象  市内在住のおおむね６５歳以上の方
申込み  問合せ先へお電話にてお申込みください。
問合せ  小平市地域包括支援センター中央センター
 ☎０４２（３４５）０６９１
 午前８時３０分～午後５時１５分（祝日を除く月～土）

と き  午前10時～正午
ところ  さわやか館　多目的ホール
定　員  会場参加5名（先着順）　オンラインZoom参加10名（先着順）
費 用   無料※Zoomで参加希望の方は、パソコン等の準備と個人のメールア

ドレスが必要です。（通信費は個人負担になります。調理実習を自宅で
希望される方には、事前に準備していただくものをお知らせします。）

講 師  飯田 和子さん
（株式会社WA・ON　代表取締役、日本災害食
学会災害食専門員、栄養士、国際薬膳師）
申込み  ７月5日（月）から問合せ先へ
問合せ  東部ボランティアコーナー 
 ☎042（451）6711
 午前９時～午後５時（祝日を除く月～木）
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●日ごろ運動不足を感じている方
●コロナ禍により外出することが難しく
　運動する機会が少ない方
心身ともに楽しみながらリフレッシュしませんか。

　介護予防見守りボランティア事業は、市内の高齢の方に日常生活をす
る中でできる範囲での見守り活動を行っていただく事業です。
　地域とつながることは、ご自身の介護予防と健康維持にもつながりま
す。お散歩やお買い物、ご近所同士のお付き合いのなかでさりげない見
守り活動をしてみませんか。

　いざという時に役に立つ、ポリ袋と身近な食材を使って調
理をする方法を学びます。会場で調理見学をする参加方法と
ご自宅からオンライン（Zoom）で参加する方法が選べます。
オンライン参加の方で希望される方は調理実習も可能です。

楽しくストレッチ
～一緒に体を動かしましょう～

地域でつながる介護予防
～このまちも、私もずっと元気でいるために～

防災クッキング
生活サポーターになって、地域で活躍しませんか？

　高齢化が進み、生活支援が必要な高齢者が増えていく中で、生活
を支える担い手が不足しています。生活サポーターは、専門職でな
くても高齢者の生活支援（買い物や掃除など）を行う小平市独自の
取組です。あなたの「知識と経験」を活かし、地域で高齢者を支える
担い手になりませんか。

生活サポーター養成講座

と き   右表のとおり
ところ  福祉会館
対　象  生活サポーターとして働く意欲のある方
定　員  １５名(先着順)
費 用  無料
申込み  問合せ先へお電話にてお申込みください。
問合せ  小平市地域包括支援センター
 中央センター
　　　 ☎０４２（３４５）０６９１
 午前８時３０分～午後５時１５分
 （祝日を除く月～土）

１日目 ９月６日（月）
午前１０時～午後３時

２日目 ９月８日（水）
午前１０時～午後３時

３日目 ９月１３日（月）
午前１０時～午後３時

４日目 ９月１６日（木）
午後１時３０分～３時３０分

9月
下記
参照

お米、レトルト食品、
インスタント食品、お菓子、
乾物、缶詰、調味料、
飲料（缶・ペットボトル）

※賞味期限が１か月未満の食品や生鮮食品は、
　お預かりすることができません。

学費に困ったら、
ご相談ください

未使用の食品および日用品のご提供

寄付物品で
作ったお弁当

（市内こども食堂
にて調理）

食料品および日用品セット（お困りの方へ）

ご協力ください！vol4

　今回は「小平上水南郵便局（上水南町
2-3-23）」をご紹介します。

　募金箱の収益は地域福祉活動の推進に
役立てられます。募金箱設置にご協力いた
だける場合は本会までお問合せください。
問合せ  総務係  ☎042（344）1217
午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）

募金箱設置に
ご協力いただいている
皆さまの紹介

● あおぞらわくわく納涼祭は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、関係諸機関等と調整の上、中止させていただくこと
になりました。　 問合せ  あおぞら福祉センター ☎042（326）4980

●たいようセンターまつりは施設の改修工事のため、中止とさせていただきます。 問合せ  たいよう福祉センター ☎042（343）4976
例年ご協力いただいている皆さま、ご参加・ご来場を楽しみにしていただいている皆さまには申し訳ありませんが、ご理解いただきたくお願い申し上げます。

お
知
ら
せ

募金箱を設置することになった
きっかけはなんですか？
　以前より社会福祉協議会の活動に関心を
寄せていました。地域福祉活動に協力できた
らと考えていたところ、募金箱の存在を知り、
設置することにしました。
今では、「ここ
にも、募 金 箱
があるのね。」
と郵便局に来
たお客様が募
金に協力して
くださいます。

生活福祉資金貸付制度
【教育支援資金のご案内】

　「教育支援資金」は、資金を貸付することにより、進
学や修学の継続を支援し、世帯の将来的な自立につ
なげることを目的とした貸付です。

※その他、申込みにあたっては、収入基準、債務の返済状況等、いくつかの要件があります。
※相談から貸付決定までには時間を要しますので、借入をご希望の際は、早めに問合せまでご連絡ください。

教育支援資金
対 象 校 学校教育法に規定する高校、高等専門学校、

短期大学、大学、専修学校
内 　 容 教育費（上限） 入学金（上限）

貸付限度額
高等学校　　  ： 月額52,500円 500,000円

※学校の指定した
　金額まで

短大・専門学校 ： 月額90,000円
大学　　　　  ： 月額97,500円

借 受 人 等 お子さんが借受人、保護者が連帯借受人
返 済 期 間 14年以内
民 生 委 員
と の 面 談 必　要

  対象となる対象となる未使用食品未使用食品 およびおよび日用品日用品
食品 日用品

相談の際は、必ずご予約の上、来所をお願いします。

問合せ こだいら生活相談支援センター  ☎042（349）0151 問合せ 総務係  ☎042（344）1217

　住居確保給付金の支給が終了した方に対し、解雇以外の離職
や休業等に伴う収入減少等の場合でも、9月３０日（木）までの申
請により、３か月間に限り再支給が可能となりました。
　再支給を希望される場合は、問合せ先までご連絡ください。 　緊急小口資金（特例貸付）、総合支援資

金（特例貸付）の受付は、8月３1日（火）ま
でです。新型コロナウイルス感染症によ
り、収入が減少・失業された方への貸付
です。貸付を希望される場合は、問合せ
先までご連絡ください。

住居確保給付金 緊急小口資金
（特例貸付）

総合支援資金
（特例貸付）

再支給の申請は9月30日（木）まで

受付期間は8月３1日（火）まで

家主さんに直接
家賃をお支払い！

広告に関するお問合せは、直接広告主にお願いします。

訪問リハビリマッサージ専門

随時 無料体験施術を行っております。

・

マスクを着用しよ
う

・
手

洗
い

を

しよう・3密に注
意

し
よ

う

小平社協だより小平社協だよりにに
広告広告をを掲載掲載しませんかしませんか

問合せ　総務係
☎042（344）1217

年６回（１・３・５・７・９・１１月）発行しています。
サイズ 59×55mm　15,000円／号

幅広く市民の方に知ってもらう機会として
活用してみてはいかがでしょうか。

社協だよりは市内全戸配布しています。

広告募集



収入
979,433,427円

支出
979,433,427円

※経常活動収支によるグラフです。

市立障害者福祉センター事業
・障害者福祉センター（たいよう福祉センター）の運営 
260,788,976円
26.63%

市立あおぞら福祉センター事業
・あおぞら福祉センターの運営
263,590,285円
26.91%

法人運営事業
・広報活動・調査研究 ・会員会費事業 等　
105,497,303円　10.77%

地域包括支援センター事業
・相談、見守り事業 ・市内各地域包括センターの活動支援 等
84,451,880円　8.62%

権利擁護センター事業
・地域福祉権利擁護事業
・成年後見制度の普及、啓発 等
66,727,690円　6.81%

ボランティアセンター事業 
・ボランティア・市民活動の推進
・小地域ネットワークの推進
・講座の開催　等 
53,095,169円　5.42%

生活困窮者自立支援事業
・生活相談支援センターの運営　　
28,426,231円　2.90%

次期繰越金
30,301,501円　3.09%

地域福祉事業
・福祉のつどい　等
26,118,325円　2.67%

受託金
（小平市・東京都）
191,522,661円
19.55%

補助金
（小平市・東京都）
191,134,860円
19.51%

基金取崩
11,208,000円　1.14%

バザー・作品売上等
9,335,335円　0.95%

寄付金
7,048,087円　0.72%

事業　自動販売機手数料収入、広告料　等
5,050,569円　0.52%

共同募金配分金
3,112,686円　0.32%

その他
1,353,600円　0.14%

利息
47,295円　0.01%

会費　4,776,450円　0.49%

障害福祉サービス等事業
（計画相談給付費、介護給付費　等）
554,843,884円　56.65%

障がい者地域
自立生活支援センター事業
・相談支援、交流室の運営　等
29,507,319円　3.01%

高齢者交流室事業
6,778,507円　0.69%

収益事業 ・自動販売機設置 ・手作り作品販売
433,648円　0.05%

歳末たすけあい事業
163,233円　0.02%

低所得者支援・生活福祉資金貸付事業
23,553,360円　2.41%令

和
２
年
度　
決
算
概
要

◀西部ボランティアコーナー
「お父さんの楽校 in おがわ」

小川西町▶︎
「小平第十三小学校地区

 自主防災組織」

権利擁護センター「市民後見人連絡会」

　本会では、小平市における地域福祉の
推進機関としての役割を果たすべく、小平
市社協発展強化計画を策定しています。平
成３０年度~令和４年度の中間年として、令
和２年度に中間評価を行いました。

これまでの取組について

①小地域における住民の福祉活動の組織化
●�介護予防講座を通し、より体を動かしたいと希望
する皆さまによる自主グループ活動の発足を支
援しました。
●�高齢者の孤立防止のため、サロンなど誰でも気
軽に立ち寄れる居場所づくりに努めました。
●�子ども食堂の立ち上げ・運営の支援をしました。
●�ボランティアに興味を持ってもらうための入口と
して講座を開催しました。講座終了後も、サーク
ル化の協力やボランティア活動先の調整等、継
続的な支援をしました。

②住民参加の促進と連携・協働の体制づくり
●�地域の様々な協議体に参画し、地域の状況把握
に努めました。
●�認知症支援リーダーの皆さまの協力のもと、認
知症やそのご家族のための居場所として、「オレ
ンジ・カフェ」の立ち上げ・運営を行いました。

③地域づくりに向けた人材の育成
●�自治会や公立校におけるスポレク体験・福祉体
験学習には、たいよう福祉センター・あおぞら福
祉センターの利用者や障がい者支援のボラン
ティアと共に取り組みました。障がい者スポー
ツを通じた地域交流やイベントの開催も盛んに
なってきました。
●�障がい理解の推進、多様性を認め合う「地域共
生社会」の実現を目指し、地域社会における理解
者・支援者の層を厚くしていけるよう活動しまし
た。

●�ボランティアセンターの地域密着型ボランティア講
座を充実させ、地域ニーズの把握及び広報啓発を図
るとともに、住民参加の機会を拡大していきます。
●�各部署が実施する講座等をきっかけに、興味や問題
意識を共有する方たちが集まって、地域福祉活動に
取り組むことができるよう支援します。

●�自治会等が開催する防災学習等を支援し、地域防災
の周知・啓発に努めます。

●「オレンジ・カフェ」の運営から、その居場所まで行くこ
とが難しいというニーズが見えてきました。送迎等
の同行支援について検討していきます。

●災害時要配慮者の支援を考える「こだいらあんしん
ネットワーク」等に協力して、地域での防災講座等の
開催実現を目指します。

●障がい者スポーツのデモンストレーションや、福祉体
験学習で当事者の生活について話を聞く機会をつく
る等、当事者が活躍できる場面を創出します。
●出前講座の充実を図り、権利擁護の啓発に努めま
す。

●令和３年度からCSWが５名体制となることに伴い、
アウトリーチを全市的に展開します。

●ご本人の主体的な意思決定に寄り添いながら支援
する「寄り添い型」の支援機能の強化を図ります。

●商工会との連携に努めるとともに、地域の商店街等
へ個別に協力を依頼していきます。

●地域の組織・団体との基盤強化を通じ、キーパーソン
の発掘に取り組みます。

●�ボランティアセンター等の本会自主事業を主に担当
する部署は、社協らしさを全面に押し出した、本会だ
からこそできる事業の開発に努めます。

●�行政との対等なパートナーシップを構築するために
も、行政の補助金に替わる財源の確保を検討し、補
助金への過度な依存を見直していきます。

①権利擁護の推進
●�小平市在宅医療介護連携推進協議会に参画し、
意思決定支援が必要な方への支援及び市内支
援体制の構築に取り組みました。
●�診断を行う医師への支援や職業後見人への後
見報酬助成、市民後見人の育成を行いました。
●�本会、全職員が権利擁護の意識を持って職務に
あたりました。

②アウトリーチの徹底
●�モデル地域を設定し、CSW（コミュニティソー
シャルワーカー）１名が様々な課題解決に向けて
取組みました。

③相談窓口の連携
●�どの窓口でも相談を受けた職員が相談者に伴走
し、各対応窓口との連携を主導しました。

④制度の狭間にあるニーズへの組織的な対応
●�生きづらさを抱えるご本人やそのご家族等が自
主的に集まり、地域に根差し、社会資源と連携し
ながら懇談会活動等を行っていく支え合い団体
の立ち上げとその後の運営を継続的に支援しま
した。

 地域に向けて

 相談支援に取り組む中で

今後の取組について

①法人運営および組織体制の充実、強化
●��「社協だより」で積極的に事業紹介を行っていま
す。また、本会支援者に対して、書面による定期
報告の回数を増やし、継続的な繋がりの強化を
図りました。

②財源確保と経営に向けた取組
●�地域福祉を推進するために自主財源が不可欠で
ある理由、ファンドレイジングの必要性について
研修を実施しました。

③行政とのパートナーシップ
●�市の「第四期地域保健福祉計画」・「第三期福祉
のまちづくり推進計画」に反映されるよう、住民
が主体的に地域生活課題の解決に取り組む体
制づくりのため、CSW配置の必要性を訴え、地
域福祉活動計画との一体的な策定に尽力しまし
た。

 本会の運営について

中間評価
（平成30年度〜

令和4年度） 第3期 小平市社協 発展強化計画
〜市民の誰もが安心して暮らせる福祉のまち「こだいら」の実現を目指して〜

こちらに記載した内容は第３期小平市社協発展強化計画中間評価（平成３０年度～令和４年度）の中から一部抜粋したものです。詳しくはホームページに掲載してあります。ぜひ、ご覧ください。




